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化石館便りは毎月第４木曜日発行。次回は 10月 21日です。

体験館の展示がパワーアップしました！
　この度、体験館の「模擬発掘コーナー」が生まれ変わりました！

これまでの模擬発掘コーナーは、実際に野外で化石を採集するときと同じ道具を

使い、大きなノジュールの中から本物のタカハシホタテを発掘できたため、非常

に多くの来館者の方々にご愛好いただいていました。しかし、この２年間は新型

コロナウィルスの影響で模擬発掘体験を中止しており、来館者の方々に体験を提

供できない無念さを感じる一方で、タカハシホタテをはじめとするたくさんの貝

化石や、天然記念物に指定されているヌマタネズミイルカを発見まで大切に守り

続けてくれた幌新太刀別川の重要性を、どのようにみなさんにお伝えしたらよい

かということを考えていました。

　今回行ったのは、幌新太刀別川で集めた河床の砂と、タカハシホタテやその他

の貝化石を模擬発掘コーナーの足場いっぱいに敷き詰め、室内にいながら幌新太

刀別川に行ったような感覚を味わっていただける「模擬・幌新太刀別川」を作り

ました！今後、まだまだ模擬発掘コーナーは進化していく予定です。

現在、模擬発掘体験はお休み中ですが、新たに誕生した「模擬・幌新太刀別川」

をご覧に、ぜひ体験館へ遊びに来てください！

Before After

只今、化石体験館は営業時間を短縮して営業を行っています。
営業時間　９：３０～１６：００（最終入場：１５：３０）

※今年度の化石館の営業は 11 月 3日（水）までです※

　所々に、幌新太刀
　別川で採取できる
　タカハシホタテな
　どの貝化石が埋
　まっています

今年度の営業は 11 月 3日 ( 水 ) までです

学芸員のひとり言：模擬・幌新太刀別川の裏ばなし

※ご来館の際は、化石館ホームページ等で事前に開館状況をご確認ください。

　今年度の化石体験館の営業は、11 月 3日（水）（文化の日）までです。
体験館の開館期間も、残すところあと１か月となりました。残り少ない期間ですが、

「化石館だより」ではまだお知らせしていないニュースもございますので、

10 月の化石館ホームページや SNS 等も是非チェックしてください。

また、今年度は、2022 年 3月に最新の学説をもとにリニューアルしたヌマタネズ

ミイルカの骨格のお披露目会も予定しております。こちらは化石館ホームページ

・SNS と、「化石館だより」で最新情報をリリースいたしますので、

あわせてご覧ください。

　

　今回新たにできた「模擬・幌新太刀別川」の制作のための作業時間は、約 20 時間。

実にバケツ５杯分の砂を流し込みました。砂を固定する方法は来館者のみなさまに

お配りしているミニ発掘と同じで、石こうと砂を水で溶いたのもを少しずつヘラで

塗り付けています。文字にすると非常に簡単そうですが、一日中中腰で作業し、時

折手で泥をならすため、作業中は全身泥まみれ、翌日には強烈な全身の筋肉痛（特

に太股の裏！）に襲われました。ただし、作業中は「早く完成させたい！」という

ウキウキした気持ちが一番で、毎回翌日に体が痛くなってから後悔するのでした。



幌新太刀別川の甘美なるグルメたち

エゾボラ
　まずはエゾボラでございます。
こちらは「マツブ」としてみなさ
まご存知かと存じます。
本日のエゾボラは非常にサイズが
大きく食べ応えがあるので、その
ままお刺身でどうぞ。

　いらっしゃいませ。レストラン・フォッシルへようこそ。
当レストランで提供する幌新太刀別川産の貝化石のなかには、タカハシホタテ
のように絶滅してしまったものだけでなく、今でも我々が食卓で目にするもの
もいくつかございます。今回は、私どもが所蔵しているコレクションのなかから、

その一部をご紹介させていただきます。それではごゆっくりどうぞ。

エゾウバガイ
　お次はエゾウバガイございます。
こちらは「ホッキ貝」としてお召
し上がりになっております。
約 400 万年の時を経て、いま、こ
うしてお客様と出会えたことを、
この貝も大変よろこんでいること
でしょう。

マガキ
　最後はマガキでございます。
このように大きなものはなかなか
お目にかかることはできません。
お客様は大変運がよろしいです
ね！貝柱も非常に立派で歯ごたえ
がよいですので、そちらもお楽し
みください。


